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ｂｅｈａｖｉｏｒａｎｄｗｏｒｋ．Ｔｈｅｇｏａｌｏｆｒｕｒａｌｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔｉｓｔｏｉｎｃｒｅａｓｅｔｈｅｗｅｌｌ心ｅｉｎｇａｎｄｏｐｐｏｒｔｕｍｉｔｉｅｓｆｏｒｔｈｅ

ＰＯＰｕｌａｔｉｏｎｉｎｒｕｒａｌａｒｅａｓ・Ｔｈｉｓ ｍｕｓｔｉｎｃｌｕｄｅｗｏｍｅｎａｓ ｗｅｌｌａｓ ｍｅｎ・Ｉｔｉｓ ａｘｉｏｍａｔｉｃ ｔｈａｔ ｓｕｓｔａｉｎａｂｌｅ

ｅｃｏｎｏｍｉｃｇｒｏｗｔｈａｎｄｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔｃａｎｏｎｌｙｂｅａｃｈｉｅｖｅｄｔｈｒｏｕｇｈｅｑｕａｌｐａｒｔｉｃｉｐａｔｉｏｎａｄｖａｎｃｅｍｅｎｔｏｆｂｏｔｈ

ＷＯｍｅｎａｎｄｍｅｎ．
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Ｃｈａｐｔｅｒ5ｄｅｓｃｒｉｂｅｓｏｂｓｅｒｖａｔｉｏｎａｌｒｅｓｅａｒｃｈｕｎｄｅｒｔａｋｅｎｔｏｄｅｍｏｎｓｔｒａｔｅｔｈｅｅｖｏｌｕｔｉｏｎｏｆ

ＰＯＶｅｒｔｙ ｒｅｄｕｃｔｉｏｎ ａｎｄ ｒｕｒａｌｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔ ｐｏｌｉｃｙｉｎ Ｂａｎｇｌａｄｅｓｈ．Ｇｏｖｅｒｎｍｅｎｔ ａｇｅｎｃｉｅｓｉｎ

ＢａｎｇｌａｄｅｓｈｓｕｃｈａｓＢＡＲＤ，ＢＲＤＢａｎｄＧｒａｍｍｅｎＢａｎｋｈａｖｅｃａｒｒｉｅｄｏｕｔｓｕｃｃｅｓｓｆｕ1ｅｘｔｅｎｓｉｏｎ

ａｃｔｉｖｉｔｉｅｓｏｖｅｒａｐｅｒｉｏｄｏｆｔｉｍｅｗｉｔｈｗｅｌｌ・ｄｅｓｉｇｎｅｄｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔｍｏｄｅｌｓａｎｄｈｉｇｈｅｒｐｏｔｅｎｔｉａｌ

ｆｏｒｂｅｔｔｅｒｄｅｌｉｖｅｒｙｏｆｓｅｒｖｉｃｅｓ．Ａｌｔｈｏｕｇｈｇｏｖｅｒｎｍｅｎｔａｎｄｇｏｖｅｒｎｍｅｎｔａｇｅｎｃｉｅｓａｒｅｐｌａｙｉｎｇａｎ

ｉｍｐｏｒｔａｎｔｃｏｍｐｌｅｍｅｎｔａｒｙｒｏｌｅｉｎｔｈｅｐｏｖｅｒｔｙｒｅｄｕｃｔｉｏｎａｎｄｒｕｒａｌｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔｓｅｃｔｏｒ，ｔｈｅｉｒ

ＣＯｎｔｒｉｂｕｔｉｏｎｓ ａｒｅ ｎｏｔ ｔｏｔａｌｌｙ ｐｏｓｉｔｉｖｅ．Ｔｈｅｒｅｆｏｒｅ，ｔＯｉｍｐｒｏｖｅ ｔｈｅ ｅ飴ｃｔｉｖｅｎｅｓｓ ｏｆ ｒｕｒａｌ

ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔａｎｄｐｏｖｅｒｔｙｒｅｄｕｃｔｉｏｎｓｔｒａｔｅｇｉｅｓ，Ｏｂｓｅｒｖａｔｉｏｎａｌｒｅｓｅａｒｃｈｓｔｕｄｙｗａｓｃｏｎｄｕｃｔｅｄ．

Ｍｏｒｅｏｖｅｒ，ｔｈｅ ｓｔｕｄｙｅｘａｍｉｎｅｄｔｈｅ ａｄｍｉｎｉｓｔｒａｔｉｖｅｐａｔｔｅｒｎａｎｄｒｏｌｅ ｏｆｇｏｖｅｒｎｍｅｎｔｔｈｒｏｕｇｈ

ｃｏｍｐａｒｉｓｏｎｓ ｗｉｔｈ ｔｈｅ ｒｏｌｅ ｏｆ ＮＧＯｓ．Ｔｈｉｓ ｓｔｕｄｙ ａｌｓｏｉｄｅｎｔｉ丘ｅｓ ｓｏｍｅ ｗｅａｋｎｅｓｓｅｓ ｏｆ

ｇｏｖｅｒｎｍｅｎｔ ａｎｄ ｓｕｇｇｅｓｔｓ ｐｏｔｅｎｔｉａｌ ａｒｅａｓ　ｆｏｒｉｍｐｒｏｖｉｎｇ ｄｅｌｉｖｅｒｙ ｏｆ ｅ鮎ｃｔｉｖｅ ｒｕｒａｌ

ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔｉｎＢａｎｇｌａｄｅｓｈ．

論文審査　の　結果　の　要　旨

本論文は，バングラデシュの農村地域を対象として，そこで常態となっている貧困問題に焦点

を当て，その様相と政府の役割を，実証的に明らかにし，貧困削減に資する政策的な含意を示そ

うとした研究である。それは，大きく以下の4つの柱からなる（それぞれ第2章以下の各章に対

応）。①バングラデシュ農村における貧困の様相の統計的分析（統計指標の吟味を含む），②土地

所有と教育の影響に焦点をあてたバングラデシュ農村における貧困の様相の事例分析，③教育と

ジェンダーの影響に焦点をあてたバングラデシュ農村における貧困の様相の事例分析，④バング

ラデシュにおける貧困削減政策と農村開発計画の展開過程の記述的分析である。以下，それぞれ

（対応する各章）について結果を要約する。まず，上記①に対応する第2章では，バングラデシ

ュ農村における貧困率や貧困状況の吟味を行っている。ここでは1974年から1999年までのバン

グラデシュの農村の貧困状況を既存統計の整理・分析を通して詳述している。その結果，貧困の

発生は都市部に比べて明らかに農村部に多く，また貧困線は地域ごとに異なっていることを明ら

かにしている。更に，本研究では，貧困に関する種々の測定法や指標の定義についても言及し，

詳細な方法論的検討を加えている。上記②に対応する第3章では，バングラデシュの一農村（ブ

ラーマンバリア区サダーサナ準区にあるモハマドプール村）における組織的なフィールドサーベ

イを実施し，－その結果得られた大量観察データをもとに，調査村における不平等の実態を明らか

にしている。まず所得のジニ係数を計測し，更に計測されたジニ係数を所得源泉で要因分解して

いる。要因分解の結果，農外所得と自作地からの所得が不平等度の拡大に寄与していること，農

場労働からの所得と小作地からの所得が不平等度の縮小に寄与していることを明らかにし，土地

の分配が不平等に関連していることを実証した。更に家計所得の決定要因の回帰分析を行い，識
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字能力があり，農外従事を主とし，副業を有し，また自作地や小作地の面積が大きいと家計所得

の水準が高まることを明らかにした。即ち，貧困の発生は識字能力と不平等に密接に関係してい

ることを明らかにしている。従って，不平等の改善と識字能力の改善とが課題となるため，農地

改革，識字率向上計画，農業支援事業，所得創出計画等を通して貧困農民の地位が強化されなけ

ればならないと結論付けている。

上記④に対応する第4章ではバングラデシュの農村における教育とジェンダーの影響について

考察したものである。第3章同様にモハマドプール村を対象に，あらかじめ準備された質問紙に

よる大量観察と，識字能力の有無を主たる基準にして選択された3名の女性に対するライフヒス

トリー調査を通して，教育が副業と家計所得の向上に顕著な影響を及ぼしていることを明らかに

している。そして，継続的な経済成長と発展は，男女共同参画を通してのみ成し遂げられると結

論付けている。

上記⑤に対応する第5章では，既存文献の整理や自らのフィールドサーベイを通して，バング

ラデシュにおける貧困削減政策と農村開発計画の展開過程を記述的に明らかにしている。この章

ではＮＧＯとの比較等に基づきながら政府のいくつかの短所を明確にし，バングラデシュにおけ

る効果的な農村開発の実施改善のための潜在的領域を示唆している。

以上のように，本論文は，途上国の貧困問題に対して、経済学と行政学の両面からアプローチ

した研究であり、この点で既存研究に対しオリジナリティーを有する。また、既存統計や既存文

献を活用しつつ，自らのフィールドサーベイに基づくオリジナルな一次データを縦横に駆使して

詳細な実証分析を行っている点に特色がある。手法的には計量分析からライフヒストリーの記述

に及び，それぞれの分析手法の長所を活かし問題状況を立体的に浮き彫りにすることに成功して

いる。更に，実証分析の結果を政策的提言に結びつける姿勢が顕著であり，幾つかの有効な政策

的含意を導いている。よって本論文は，途上国研究において新たな知見を追加するものであり，

更に今後のバングラデシュの農村開発研究に寄与する部分が大きく、開発経済学や農業経済学的

に見て，学術的価値を十分に持ち，学術論文として価値を有すると認められる。
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